
もっとメールを使える携帯電話プロジェクト
U'eyes Design Processによる商品開発事例をご紹介いたします。
ユーザコンテクスト調査
ユーザの商品利用の実態や、潜在的な要求を、統計
解析などの手法を応用しながら抽出します。

▼ UX仕様検討
要求仕様から、操作や画面の詳細仕様まで検討/策定
します。

▼ プロトタイピング
受容度を確認するために、仕様を具体的な商品イメージ
に近づけます。

▼ ユーザビリティ評価
コンセプトワークのユーザビリティ評価検討を
行います。

▼

Create：エクスペリエンスの創造力Observe：観察力

フォトダイアリー調査

企画書

自宅訪問調査

要求仕様まとめ

仕様書

アイデアスケッチ

クリエイティブセッション

モックアップ

シナリオとモックアップを用いた評価

ユーザの利用状況 要求仕様 デザイン案 ユーザビリティ評価

画面、文字サイズが大きい

もっと音が聞き取りやすい

大きいボタンで文字入力ができる

現在のモードが分かりやすい

例

文字入力モードの切替が容易

着信に気付きやすい

マナーモードにするのを
忘れる

電車で移動する

着信に気付かない事
がある

鞄に入れたまま
にする

メールの文字入力に
苦労する

目が悪くなって
きている

耳が聞こえにくく
なってきている

騒がしい場所では音が
聞き取りにくい屋外で使用する

マナーモードの確認 高

横長の画面でメールを読む 高

混在した文字種のメール文作成 高

受信した長いメールを読む 中

長いメールを送信 中

着信の気づきやすさ 高

揺れて着信に気がつく 低

高にぎやかな場所で通話する

状況

◆企画 ◆要求定義 ◆デザインコンセプトワーク ◆ユーザビリティ評価

◆ユーザ調査

問題 要求項目 受容性評価結果形を変えてモードを切替

多機能クレードルと一組で使用

耳と口にフィットする形状

フォトダイアリー法
・調査対象者に、絵日記（フォトダイアリー）を一週間程度書いてもらう。  
　日記の内容に沿って、利用シーンや関連するモノの写真も撮ってもらう。
・後日、この絵日記をもとにした回顧的インタビュー調査行い、ユーザの
　日常的な利用状況を明らかにする。

要求仕様定義
・ユーザ調査の結果などから、対象商品に必要とされる要求仕様
　を定義する。
・要求仕様は、対象ユーザの属性、生活の様子、関連商品の利用
　状況などをもとに検討・策定される。

ユーザビリティ評価（受容可能性評価）
・プロトタイプや想定される利用シーンを用いて、商品コンセプト
　や商品イメージの受容可能性やユーザビリティを評価検討する。
・評価結果をもとに、商品コンセプトや仕様の問題点を改善するこ
　とにより、受容性をより高めることが可能となる。

解決シナリオ：来るべき未来の状況

もっとメールを使える携帯電話プロジェクト：企画書
2005.X.X  U'eyes Design Inc.

高齢なユーザでも、もっと携帯メールを使いたいはず

対象商品 携帯電話

問題シナリオ:現在の状況

メール：

・携帯メールも使っている。

・老眼気味で、携帯の文字も老眼

　鏡をかけないとよく見えない。

・メールをもらって、返信もきち

　んとしたいけれど、文字入力が

　苦手でついつい返事が遅くなっ

　てしまう。

仕様 1. メール
　メールに関するユーザビリティを向上させ、高齢なユーザにも容易に使える仕様とする

2. アドレス帳
　アドレス帳に関するユーザビリティを向上させ、高齢なユーザにも容易に使える仕様とする

利用シーン

企画趣旨：携帯電話を日常的に使用し、使いこなしているユーザは世にあふれている。しかし、高齢な携帯ユーザに
目を向けてみると、アドレス帳への登録操作が自分では行えず家族に登録を頼むケース、メールの受信はするものの
、返信は苦手なケースなど、携帯を上手に使えていない「利用シーン」があちこちで頻発している。
　本プロジェクトでは、もっと携帯でメールやアドレス帳を使いたいと潜在的に感じているが、現状ではうまく使え
ていない高齢なユーザを対象として、もっとメールやアドレス帳を使える携帯電話の「利用シーン」を実現する「コ
ンセプトモデル」を創造する。また、コンセプトモデルを用いて、新しい「利用シーン」を評価・検証することを目
的とする。

対象ユーザ 携帯電話のメール機能を使いたいのに使いこなせない高齢なユーザ
対象国　：国内
年齢層　：50代から70代
性別　　：男女
携帯経験：現在、携帯電話を日常的に使用している
ユーザ像：下図に示す

利用状況　：仕事上、必要に迫られ携帯を使っている。
　　　　　　メールが電話の着信に気がつかずに、困った経験も多くある。
メール　　：受信が主で、返信はあまりしないが、本当は返信ももっとしたい。
電話帳　　：登録は苦手。メールアドレスの登録を含めて、家族にしかたがな
　　　　　　く、頼んで登録してもらっている。

利用状況　：仕事の関係もあり携帯は使っている。PCもそれなりに使える。
身体的特性：老眼鏡がないと日常生活に支障が出るようになってきた。
　　　　　　聴力が衰えてきたせいか、通話音声が聞き難いと感じている。
メール　　：文字の入力が面倒くさく、時間がかかってしまう。それが不満。
　　　　　　携帯の文字も見にくくなってきている。

メール：

・携帯メールを以前より使うよう

　になった。

・老眼鏡をかけなくても、ちょっ

　と読む程度のときには支障がな

　くなった。

・自分からも積極的にメールを発

　信するようになった。文字入力

　にもあまり抵抗を感じなくなった。

コンセプトモデル制作
・商品コンセプトおよび仕様に基づき、コンセプトモデルを制作
　する。
・コンセプトモデルは、商品コンセプトや仕様、想定される利用
　シーンの受容性を確認・評価するためにも用いられる。

シーン N-1 カバンに入れたままの携帯の着信に気がつくシーン

・本体がかばんに入っている状態などで着信があっても、「台」からも着信を知ることができる。

日時：平日の夜
場所：自宅
目的：着信を知る

仕事から帰って部屋でくつろいで
いる。今日も疲れたなぁ・・・
でも、実はこの時、携帯電話をマ
ナーモードにしたままカバンに入
れっぱなしなのを忘れていた。
すると突然、「台」の着信ランプが
光ってメロディが流れてきた。
「あれっ？携帯電話に着信がある
みたいだけど電話はどこ・・・？そう
か！カバンに入れたままだ！」
「台」が知らせてくれたおかげで、
電話がかかってきていることを知る
ことができました。機能

利用イメージ 設定

利用シナリオ

高齢なユーザでも、もっと携帯メールを使いたいはず



大きな文字でメールが読みやすい
　本体裏側の大きな画面に大きく文字を表示し、メールを
　読みやすくする。

大きな画面、大きな文字でカンタン文字入力
　本体をクレードルにセットして、本体の大きな画面を見ながら
　クレードルの大きいボタンでメールの文字入力ができる。

ワンタッチで文字入力モード切替
　クレードルの文字入力モード「かな」「英語」「数字」ボタン
　で文字入力モードをワンタッチ切替。

クレードルが着信を知らせてくれる
　本体を鞄などに入れっぱなしの時に着信があっても、
　クレードルが着信を知らせてくれる。

ワンタッチでアドレス交換
　本体の頭同士を合わせて「アドレス交換」ボタンを
　押すだけでワンタッチアドレス交換。

レンズ効果で文字を大きく表示
　レンズを通して画面を見ることで、文字を大きく表示。

携帯時に着信を確認しやすいクリップ形状
　鞄やポケットに入れた状態でも着信ランプが見える
　クリップ形状を採用。

Concept Model:1 Concept Model:2

Concept Model:3 Design Study

要求事項 特徴 受容可能性の評価結果

要求事項 特徴 受容可能性の評価結果

要求事項 特徴 受容可能性の評価結果

要求事項 特徴 受容可能性の評価結果

ユーザビリティ評価結果
・商品コンセプト・・・★★
・メール操作の容易さ・★★★
・メール頻度の向上・・★★★
・使用する意欲・・・・★★★
・購入する意欲・・・・★★★

ユーザビリティ評価結果
・商品コンセプト・・★★
・使用する意欲・・・★★
・購入する意欲・・・★★

受容可能性の評価結果・・・高
受容可能性の肯定的な意見

・返事を打つのが面倒なので、定型文で簡単に返信すると便利
・メールを打つ時間が短縮できるので便利
・メールを送信してもなかなか返事をもらえないことがあり、

　そんな時にこの機能があればうれしい

想定されるその他の利用シーン
・仕事中ですぐに返信できない時
・電車で移動中
・食事中

評価シナリオ：定型文で取り急ぎメールに返信するシーン

日時：休日の昼間
場所：美術館
目的：来たメールに対して、短時間でとりあえずの返信をする

メールの用件は、そう急ぎでもないわね。取りあえず、今絵を
見てて取り込み中だから、あとで返事しましょうか。
でも、定型文で「あとでメールします」って返事だけしとこう
かしらね。定型文だと、取りあえずすぐに返事出せるから助か
るときもあるのよね。

設定利用イメージ

利用シナリオ
仕事から帰って部屋でくつろいでいる。今日も疲れたなぁ・・・
でも、実はこの時、携帯電話をマナーモードにしたままカバンに入れっぱなしなの
を忘れていた。
すると突然、「台」の着信ランプが光ってメロディが流れてきた。
「あれっ？携帯電話に着信があるみたいだけど電話はどこ・・・？そうか！カバン
に入れたままだ！」
「台」が知らせてくれたおかげで、電話がかかってきていることを知ることができ
ました。

#2-3-1 メールでコミュニケーションしたい

#5-1-1 大きな文字で表示させたい

#5-2-1 老眼鏡なしでも見えるようにしたい

#4-1-6 スムーズに入力モードを変更したい

#4-1-7 文字入力を簡単にしたい

#1-2-2 着信に気づきたい

#4-1-3 簡単に電話帳の登録をしたい

#4-1-7 文字入力を簡単にしたい

#2-2-2 上手にメールでメッセージを送りたい

受信した長いメールを読む
○：文字が小さくて見えないことが多いので、大きな文字で表示される
　　のはありがたい。
○：メールを読む時に、老眼鏡が不要なので良い。
×：それほど長文メールを受信しないので、必要性を感じない。

同窓会の案内をメールで送信
○：メールを打つのが苦手なので、大きな文字でスムーズに入力でき
　　るのは良い。
×：メールで長文を打つことはないので、現在所有している携帯電話
　　でも十分に感じる。

※鞄に入れたままでの着信の気づきやすさ
○：自宅ではマナーモードにしたまま鞄に入れておくことが多いので
　　便利。
○：過去に鞄に入れたままにして、翌朝受信に気づいたことがあった
　　ので、クレードルが知らせてくれるのは便利。

アドレス等の情報の交換
○：電話番号はすぐ入力できるが、メールアドレスは少しでも違うと
　　正しく送信できないので、この機能は便利。
○：自分にとって入力作業が一番に苦手な分野なので、ボタンひとつで
　　できるのであれば、非常にありがたい。
×：携帯番号やメールアドレスは、同僚や親しい友人の必要最低限しか
　　教えない。

ユーザビリティ評価結果
・商品コンセプト・・・★★★
・メール操作の容易さ・★★★
・メール頻度の向上・・★★
・使用する意欲・・・・★★
・購入する意欲・・・・★★

ユーザビリティ評価結果
・商品コンセプト・・・★★
・画面の見やすさ・・・★★★
・レンズ拡大の効果・・★★★
・使用する意欲・・・・★★
・購入する意欲・・・・★★

日時：平日の夜
場所：自宅
目的：着信を知る

・鞄に携帯を翌朝まで入れたままで受信に気づかなかったことがあるので、
　これなら気づくことができて便利
・自分の場合は鞄に入れておくことがあまりないが、自宅の2階に置き忘れる
　ことがあるので便利
・現状では自宅でマナーモード、ドライブモードにしたままにすることが多いので大変便利

・自宅の2階の部屋に置き忘れる
・自宅の車庫で車の中に置き忘れる

３つのスタイル　３つのモード
　携帯電話の形を変えてホールドモード、
  受話モード、メールモードに切替。

横長の大画面でメールが読める
　メールモード時は画面が横向きになり、
  メールの文章が読みやすい。

ワンタッチで文字サイズを変更
　画面横のボタンを使用してメールの文字サイズを
　ワンタッチで変更。

ワンタッチで文字入力モード切替
定型文リスト表示
　文字入力モード「かな」「英語」「数字」の切替
  定型文リストの表示をワンタッチで。

#3-1-1 モード切替を忘れないようにしたい

#5-1-1 大きな文字で表示させたい

#5-2-1 老眼鏡なしでも見えるようにしたい

#5-1-2 必要に応じて文字サイズを容易に変更したい

#5-1-3 文字サイズと１画面の表示量のバランスを保ちたい

#5-1-1 大きな文字で表示させたい

#2-2-2 上手にメールでメッセージを送りたい

#4-1-6 スムーズに入力モードを変更したい

#4-1-7 文字入力を簡単にしたい

マナーモードの確認
○：形状からマナーモードを確認できるので良い。
○：従来の携帯のように画面をいちいち確認する必要がないので良い。

メールモードの切替
×：画面の回転がわずらわしい。

横長の画面でメールを読む
○：老眼鏡が不要で、外出先でも確認が容易にできる。

ワンタッチで文字サイズを変更
○：外出先では大きいサイズで、自宅では小さいサイズで見れる。

※定型文で取り急ぎメールの返信
○：メールを打つ時間が短縮できて便利。
○：定型文ですぐに返信できるので、送信相手にも不安を与えない。

混在した文字種のメール文作成
○：アルファベットや数字への切り替えがスムーズになる。

総合評価 Ａ 総合評価 Ａ

受容可能性の評価結果・・・高
受容可能性の肯定的な意見 想定されるその他の利用シーン

評価シナリオ：鞄に入れたままの携帯の着信に気がつくシーン
設定利用イメージ

想定シナリオ

受容可能性の評価結果・・・高
受容可能性の肯定的な意見 想定されるその他の利用シーン

評価シナリオ：にぎやかな店の中で、携帯電話で話をするシーン

日時：休日の昼下がり
場所：喫茶店の席
目的：友人との通話

（喫茶店の中はザワザワとしてにぎやかな感じ）
友人から電話に出る。�もしもしAさん・・・。Bだけど、ごめんね。遅くなっ
てゴメン。（ザワザワ）�電車が遅れて、いま駅に着いたけど、どこにいるの？
（ザワザワ）
駅前の喫茶店でお茶を飲んで待っているところ。窓際の席にいるから、それじゃ
待ってるからね。
聞き取りやすい携帯電話のおかげで、にぎやかな店内での通話ができた。

設定利用イメージ

想定シナリオ
3コールで切れたから、メールだな。
メール確認なら、電車の中でも周囲の乗客にあまり迷惑にならないから見れるな。
何々、家族からのメールだ。
「駅前のスーパーに車で来てるから、何時頃駅に着くの？
と、家族からのメールをレンズのおかげで老眼鏡をかけずに確認できた。

日時：平日の帰宅途中
場所：通勤電車の中（シートに座っている）
目的：家族からのメール

総合評価 Ｂ 総合評価 Ｂ

受容可能性の評価結果・・・中
受容可能性の肯定的な意見

想定されるその他の利用シーン

評価シナリオ：電車の中で着信したメールを読むシーン
設定利用イメージ

想定シナリオ

#1-2-2 着信に気づきたい

#8-2-1 音質を聞き取りやすくしたい

#8-2-3 しっくりくる形状にしたい

ゆらゆら揺れて着信をお知らせ
　着信時に本体が揺れて着信を知らせてくれる。

スピーカーとマイクの位置が、耳と口の
位置にフィット
　顔の形にフィットするフォルムで、スピーカーとマイクの
　位置が耳と口の位置にフィット。

大きく見やすく押しやすいボタン
　ボタンの文字が大きくて見やすく、押しやすいボタン形状を
　している。

揺れて着信に気がつく
○：このシーンは多々あり、自分も喫茶店等でテーブルに置いている。
○：揺れたり光ったりで知らせてくれるのは便利で、光だけでは
　　気づかない時がある。
×：テーブル上に置いていたらピカピカ光って気づくのであまり必要
　　としない。
×：揺れているのに気づかない可能性がありそう。
　

※にぎやかな場所で通話する
○：場所によって聞き取りにくいことがあり、会話がスムーズになる
　　ので良い。
○：相手に何度も聞き返すのは失礼になるので、あったら良いと思う。
○：スピーカーと耳の位置がずれているのではないかと思うことがある
　　ので、この形状はしっくりくる。

#5-2-1 老眼鏡なしでも見えるようにしたい

#5-1-1 大きな文字で表示させたい

#1-2-2 着信に気づきたい

低

高

高

高

高

高

高

低

中

中

低

高

中

中

電車の中でメールを読む
○：老眼の人は眼鏡をかけたり外したりするので、眼鏡無しで
　　メールが読めるのは便利。
×：光が反射して読みづらい
×：周囲の人からの覗き見が気になる

※電車の中で受信に気がつく
○：携帯の着信を気にしているが、気がつかないことが多いので、
　　鞄にはさんでいつも見える状態になっているのは良い。
○：鞄の外に引っ掛けられるのは、すぐに取り出せそう便利。
×：鞄に入れて持っている時は、光よりもバイブのほうが着信に
　　気づきやすい。
×：バイブで十分に分かるので、あまり必要性を感じない。

・場所によって聞き取りにくいことがあり、特に駅のホームでは
　聞き取れないのでメールにするので、会話がスムーズになるので良い

・相手に何度も聞き返すのは失礼になるので、頻度は少ないが、あったら良いと思う

・耳に当てる部分が大きくて分かりやすいのが良い

・道路など歩いている時、騒がしいので聞き取りにくいことが多い

・スピーカーと耳の位置がずれているのではないかと思うことがあるので、この形状はしっくりくる

・駅のホーム

・メールができず、連絡手段が電話のみの人との連絡には便利

・道端、交通量の多い場所

・レストラン、お店の中、買い物の途中

・大きい声を出せない場所（よく聞こえれば自分も大きい声を出さずにすむ）

・眼鏡を使わなくても読めるのは便利
・老眼の人は眼鏡をかけたり外したりするので、眼鏡無しでメールが読めるのは便利
・受信メールには即対応したいので、すっと取り出して見れるのは便利

受容可能性の否定的な意見
・字は大きく見えるけれど、光が反射して読みづらい
・周囲の人からの覗き見が気になる

・道を歩いている時でも、眼鏡無しで見れるので楽
・職場、車の中

凡例：受容可能性評価の結果
　　：利用シーンおよび仕様に対する受容可能性が高く、想定される利用シーンの発生頻度も比較的多い。　　　：利用シーンおよび仕様に対する受容可能性は中程度。　　　：利用シーンおよび仕様に対する受容可能性が低い。もしくは、想定される利用シーンの発生頻度が少ない。

凡例：総合評価
　Ａ：非常に良い評価を得た。　Ｂ：良い評価を得た。　Ｃ：良い評価を得られなかった。 

中 低高


